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Abstract

Clinicalfeaturesandtheresultsofthecorrelationanalysisbetweenbackgroundfactorsandtheeffectsofthe

therapyof6malesand16femaleswithglossodyniaweredescribed.Theirmeanagewas56years.Fourteen

patientshadnojob.Cardiovascular,gynecologicalandgastrointestinal diseaseswereoftenrecordedinthe
㌔

anamnasis.Ninepatientshadbeenunderchemotherapy,mainlybecauseofhypertension.Theperiodfromthe

onsetofsymptomstothevisittoourhospitalexceededolleyearin59%ofthepatinets.Theyhadvisited1.5

facilitiespreviouslyontheaverage.Mostofthemcomplainedofsoreorburningsensationofthetonguewithor

withoutfluctuation.Otherfrequentlyencounteredsymptomsincludedxerostomia,sorelip,gingivaalldbuccal

mucosa,andalteredtastesensation.Anxiety,insomniaandpsychologicalstresswereoftennoted,

Intheanalysisofcorrelation,thepatientsagewasrelatedtothetreatmenteffect.

SixpatientsweregradedasIIIorIVintheCMItest.VASscorewasrelatedtothegradesofCMIand

depression.Thetreatmentconsistingofsimplepsychologicalapproach,chemotherapywithminortranquilizers

aIldconsultationwithpsychosomatistsresultedillthedecreaseofVASscorefrom63to15andwasjudgedas

successfulin96%ofthepopulation.

和文抄録

男性6名,女性16名の舌痛症患者の臨床的特徴とその背景因子と治療効果の相関関係について報告した｡平均年齢

は56歳であり,14名は無職であった｡既往歴では,循環器疾患,婦人科疾患,消化管疾患が多かった｡9名はおもに,

高血圧のために薬物を服用していた｡来院までの期間は1年以上が59.1%であり,平均1.5の前医療機関を受診してい

た｡症状としてほ舌のとリヒリ,ピリピリが多く,日内変動はあるものとないものがあった｡その他の愁訴としては,

口腔乾燥,口唇 ･歯肉 ･頬粘膜癌,味覚異常があった｡不安,不眠,ストレスもしばしば認められた｡

各因子の相関では,年齢と治療効果に相関を認めた｡CMIでは6名でⅠⅠⅠ群またはⅠⅤ群であり,CMIと抑 うつは初

診時のVAS値と統計学的に相関を認めた｡治療は簡易精神療法,抗不安剤等の薬物療法,さらに心療内科との対診を

行い,VAS値は平均63から15-減少し,96%に有効と判定された｡
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緒 言

舌痛症において心身医学的関与が広く認められている

が,背景国子や心身医学的特性と治療効果の関係につい

て検索した報告は少ない｡

そこで今回我々は,吾に器質的変化を認めず,慢性持

続性に捧痛を訴える舌痛症患者について,臨床所見,育

景国子および心理テスト(CMI)結果から舌痛症の病態

を精査すると共に,痔痛に対する段階評価を行い,背景

因子および心身医学的特性と治療効果との関係について

検討した｡

対象および方法

対象は当科で舌痛症と診断され,治療効果の判定可能

であった22名である｡診断基準は ｢舌に器質的変化を認

めず舌に痔痛を訴える患者｣ 1)とした｡診断にはプロト

コールおよびアソケートを使用し,性別,年齢,職業,

既往歴,噂好,最終学歴,当科来院までの期間 (病悩期

間),症状としてほ痔痛感覚,舌病変,その他の愁訴,症

恐怖 ･不眠等の心理状態,心理テストとしてはCornell

Medicallndex(CMI)テストを施行したOさらに治療効

果についていはvisualanaloguescale(VAS)により,

VAS値が0になったものを著効,VAS値が初診時より低

下したものを有効,VAS値の変化が見られなかったもの

を無効とした｡これらをもとに,初診時VAS値,病悩期

間,学歴,治療効果およびCMIの関係について検討し

た｡統計処理は回帰分析およびstudent-ttestを用いた｡

統計処理にあたって学歴は小学校卒から大学卒まで1か

ら4段階に評価し,CMIは各領域を1から4とし,治療

効果については,著効を1,有効を2,無効を3として

統計処理を行った｡

結 果

1. 性別と年齢

性別は男6名,女16名であり,女性に多かったO年齢

は30-75才で,平均56.2歳であった｡

2. 職 業

職業は,無職が14名と多く,他に常勤7名,非常勤 1

名であった (表 1)0

3.既往歴と合併症

既往歴は,循環器,婦人科,消化器疾患が多かった(義

2)｡また,9名は常用薬を服用しており,高血圧に対す

るものが多かった｡

4.噂 好

噂好は,男性 5名に飲酒, 4名に輿煙が見られたが,

表 1 職業

職業 患者数

無職

常勤

会社員

教員

自営業

公務員

保母

非常数

4
7

3

1

1

1

1

1

1

表2 既往歴と合併症

疾患 患者数

循環器疾患

婦人科疾患

消化器疾患

アレルギー性疾患

耳鼻科疾患

泌尿器疾患

整形外科疾患

眼科疾患

内分泌疾患

呼吸器疾患

脳血管疾患

11

7

5

4

3

2

2
2

2

1

1

女性では1名もなかった｡

5.最 終 学 歴

最終学歴は小学校,中学校,高校が5-7名ずつで,大

学卒は3名と少なかった｡

6. 病 悩 期 間

病悩期間は,1年以内が9名,他は1年以上で,3年

以内が7名あり,病脳期間が1年以上が59.1%をしめて

いた｡当科受診前の医療機関は,複数施設を受診してい

ることが多く,平均1.5施設であった｡前医は耳鼻科が15

名,歯科が14名と多く,内科は3名で,投薬などを受け

ていたが効果はなかった｡

7.症 状

舌痛部位は,側線が20名,舌尖が15名と多く,中央は

8名,舌根は1名であった｡舌痛の感じ方としては,と

リヒリ,ピリピリが20名あり,他にビーソ,どリビリ,

しびれるような感じが各 1名あった｡日内変動として,

変化のないものが8名,変化のあったものが14名で,特

徴的な所見は得られなかった｡舌痛以外の口腔内の愁訴

として,口腔乾燥 (14名),口唇･歯肉･頬粘膜痛 (6名),
味覚異常 (3名),口腔内違和感 (3名),口臭 (1名)

が見られた｡

8.心 理 状 態

初診時の心理状態では,ほとんどの症例で不安感 (17
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名)が認められ さらに不眠 (7名),癌恐怖症 (7名)

も多く見られた｡ス トレスは,アンケートにて3名であっ

たが,頻回の問診にて家庭環境に悩みをもっている患者

が9名あった｡また,発症のきっかけとして,抜歯など

の歯科治療が関連していると思われる者が5名あった｡

CMIは,ほぼ正常のⅠ領域,ⅠⅠ領域が9名と7名で,

神経症的傾向があるとされるⅠⅠⅠ領域以上のものが6名

認められた｡

9.治療法と効果

治療としてほ,初診時より簡易精神療法を行い,抗不

安剤などの薬物療法,さらに必要な場合,心療内科との

対診を行った｡治療前のVAS値の平均は62.5±17.7で

あり,治療後は14.8±14.7で有意に低下していた(図 1)0

効果判定では著効は9名,有効は12名,無効は1名で有

100

VAS
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初診時 治療後

図1:治療によるVAS値の変化｡1例を除いて,治

療後にVAS値の著明な低下を認めた｡

務 ほか 127

効率95.5%であった｡

10.背景因子,心身医学的特性と治療効果

年齢,病悩期間,学歴,VAS値,CMI,治療効果の相

関関係についてみると,治療効果に及ぼす影響としてほ,

年齢において,R2-0.205,p-0.034で強く関与している

ことが示唆された(衰3)Qまた,CMIと初診時のVAS

値の問ではCMIの領域が高くなるほど,VAS値の有意

な上昇が見られた(図2a)oCMIの各項目をさらに詳しく

検索し,不適応,抑 うつ,不安,過敏,怒り,緊張のス

コアとVAS値の相関を見てみると,抑うつとVASの相

関が見られ,統計学的に抑 うつが高度なほど,VASが高

値を示した (図2b)0

考 察

原因不明の舌の痔痛を訴えて,外来を受診する患者は

多く,治療に難渋する場合が多い｡今回は,最近3年間

に受診した患者にアンケートを行い,その病態の解明と

治療効果について分斬 した｡

背景因子についてみると,性差では1:3.2と女性に多

く,平均年齢も56.2歳と高齢で,永井ら1),小野ら2)の報

告と一致していたO職業は年齢が高いこともあり無職が

多く,高齢の主婦が多かった｡既往歴 ･合併症では,多

くの疾患を有しており,特に高血圧を主体として循環器

疾患が多かった｡多 くの患者で投薬がされており舌痛症

への影響が考えられたが,今回は合併症を優先し投薬の

中止は行わなかった｡

来院までの期間では,13名が1年以上であり,慢性に

経過していることが考えれられた｡舌痛の感じ方として

は,とリヒリ,ピリピリといった訴えが多く,永井ら3)と

ほぼ同様であった｡しかし,初診時のVAS値は平均62.5

で,100の患者が4名おり,患者自身の苦痛は非常に高度

であることが示された｡また痔痛の日内変動では食事,

仕事で増悪する患者やその反対に軽快する患者もあり,

一定の傾向は認めなかった｡舌痛以外の愁訴では口腔乾

燥が多く見られ これは加齢の影響,降圧剤の服用など

も影響しているものと思われたOさらに舌痛症患者では

口唇,歯肉などにも痔痛を訴える患者が6名おり,同一

表3 各因子間の回帰分析結果 (P億)

年齢 病悩期間 学歴 VAS値 CMⅠ治療効果

年齢 0.074 0.086 0.159 0.658 0.034

病悩期間 0.135 0.48 0.447 0.135

学歴 0.326 0.128 0.866

VAS値 0.046 0.902.

CMⅠ 0.479
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図2a:CMIとVASの関係｡CMIの上昇とともに,
VAS値の増加を認めたC

の原因の可能性が考えられ,Burningmouthsyndrome

(BMS)としてとらえた方が適していると思われる患者

もいた｡

CMIについての結果は,ⅠⅠⅠ領域以上の神経症的傾向

があるとされるものが6名みられ,この頻度は森 ら4)の

報告(36.4%)に近かった｡さらに,抑 うつスコアとVAS

との相関が見られたことから,抑 うつとの関連も示唆さ

れた｡BrowiIlgら5)も25名に心理テストを施行し,11名に

抑 うつまたは不安の精神医学的障害を認めている｡これ

が本態的なものか,または舌痛という症状によって引き

起こされた病態であるかを判定するには今後更なる心理

分析が必要であると思われるが,心身医学的状態を把握

する事が診断,治療を行 う上で重要であると思われた｡

患者の年齢と治療効果について,相関が示されたが,

これに関する報告はなく,今後さらなる検討が必要と思

われた｡

また,今回の治療によってVASの著明な低下がみら

れたことから,患者の神経症的傾向, うつ状態などの心

身医学的状態の改善を主とした治療に効果があるものと

思われた｡

結 請

1.CMIではⅠⅠⅠ領域以上を6名に認め,CMIと抑 うつは
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図2b:抑うつスコアとVASの関係｡抑うつスコア
が高値になるほどVAS値の増加を認めたO

初診時のVAS値と相関を認めた｡

2.年齢と治療効果において相関がみられた｡

3.治療効果としてほ95.5%に有効であり,簡易精神療法

を主体とした治療の有効性が示され,またCMIと治療

効果との相関の可能性が示唆された｡
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